交流ロボコン競技ルール決定・策定に関するガイドライン

－無駄のない会議を目指して－

そもそも、チャットによる会議は通常の会議と比べてあらゆる面で劣る。しかし、我々は限られた時間の中で競技ルールを決定しなければならない。それも、多くの参加者が望む形で、あらゆる場面が想定されたものでなければならない。

そういった会議を満足に行い、交流ロボコンにおける競技のルールを策定および決定を円滑に行うための方法として、ルール策定ガイドラインを作成する。

なお、これは参加者が自主的かつ積極的に参加することを前提とする。

また、このガイドラインに強制力はない。しかし、これを遵守することで円滑な会議が行われることを願う。

以下、その内容を示す。

１．基本方針

　１）理想と現実のバランスを重視するものとする。

　２）多くの意見を取り入れつつ、円滑に行う。

２．ルール策定会議

　１）交流ロボコンで行われる競技のルールを、交流ロボコンの参加者による会議で策定、決定する。

　２）毎週土曜日20時30分から、webサイト「交流ロボコン大会本部」（以降「交ロボHP」と表記する）の「Chat」内にて行う。

　３）議長が執り行う。

　４）運営による連絡を優先する。

３．会議における役職と役割

１）会議を行うにあたり、以下の役職を定める。また、会議における詳細な役割等は７．会議の仕方にて定める。
　　①議長

　　②書記

　　③参加者
④各校代表
２）議長

①議長の選定方法は別途定める。

②議長は会議の流れを作る役割を担う。

③議長は会議で進められる話をただ一つに定め、的確に参加者に意見を求めなければならない。

　話が複雑になったと判断される場合は簡潔にまとめ、発言することが望ましい。
④定員オーバーまで２人（現状なら30名）になった場合は、議長が発言していない人等に退席を呼びかける。５分以上返答がない場合は強制退去させる。

３）書記

①毎回の会議冒頭で立候補を行い、議長の指名によって決定する。

②会議の議事録を作成する。

４）参加者

①交流ロボコンに参加する者は会議に参加する権利がある。

②会議に参加した場合は意見を発言する義務を負う。

③途中で発言することができなくなった場合はできるだけ理由を明記し退出すること。

④会議の途中であっても、発言したくなった場合はいつでも入室できる。

その場合は入室の挨拶の代りに入室した理由及び意見を述べること。
　５）各校代表

①各校、代表１名、副代表２名を決定する。
②代表は毎週の会議に可能な限り参加する。
③連絡、書類提出などは代表が行う。

④何らかの理由で代表が職務をまっとうできないとき、副代表が代わりを勤める。
４．ルール策定の流れ

　１）ルールを策定していく順序は以下のように行う。

　　①大まかな方向性を話し合う。
　　②各校が草案を作る。
　　③草案採用、主導校決定。
　　④詳細を会議し、ルールの決定を行う。
　２）方向性の話し合い

　　①前年の交流ロボコンが（後の反省なども含めて）終了しだい、方向性の話し合いを始める。

　　②前年までの反省をよく生かすものにする。

　　③「交流」を前提とし、協力要素を多く取り入れる。

　　④運営的な話し合い（開催地や参加人数など）を優先する。
３）ルール草案

①決定された方向性に基づき、各校がルール草案を作成する。
②草案はフィールドの寸法及び機械の寸法が明記されていなければならない。

　４）草案の採用

　　①各校によって草案が提示された後、検討、協議を行い、会議によって採用を決定する。

　５）ルールの決定

　　①ルールは会議によって決定される。会議については別途定める。
　　②会議において、議長が決定を宣言し参加者がそれを認めた場合を決定とみなす。

　　③議事録に決定事項を記す。

５．ルール策定主導校

１）会議において選定されたルール草案を提案した学校をルール策定主導校とする。

２）ルールを改定できるのは主導校のみとする。他の学校は会議において発言することで意見を反映させることが可能である。

３）主導校は会議における決定を持ってルールを改定する。会議を無視した改定、非改定は認められない。

４）主導校は、改定が行われる度にその時点でのルール全文を公表する。

５）主導校が所持し、または公表したルールの、最も新しいものがその時点での公式のルールとする。

６．議長の選定

　議長はルール策定において、非常に重要なポジションである。議長の能力次第で円滑に策定できるかどうかが決まってくるといっても過言ではない。しかし、議長の能力を見極めることは困難を極める。そこで、以下の選定方法に則るものとする。

1） 議長の選出

1 その年の交流ロボコンに関することが完了次第、翌年の議長を選出する。
2 議長が選出されるまでは、ルールに関する会議は始められない。

3 ルール策定主導校の代表者を議長とする。代表者が適任ではないと判断される場合は別に設けて良い。
4 議長は基本的に1年を通して継続する。ただし、著しい問題がある場合は議長を中途変更することが出来る。
２）議長に対する意見

①議長に問題がある場合、参加者は掲示板にて自由に批判及びアドバイスをすることができる。

３）議長の中途変更

　　①議長の変更を求める場合は議長が次の要点を満たしている場合に限る。
　　　ⅰ会議のルールを守らない。
　　　ⅱ議長としての仕事が全うできていない。
　　　ⅲ何らかの理由で、議長職を継続することが困難になった場合。
　　②参加者が議長の変更を求める場合の流れ

　　　ⅰ会議で変更を求めることを提案する。

　　　ⅱ各校は翌週までに検討を行う。

　　　ⅲ翌週の会議で信任投票を行う。

　　　ⅳ可決された場合、ルール作成主導校は議長を変更しなければならない。

　　③中途変更の場合の次議長の選出

　　　ⅰ原則、主導校から別の人材を選ぶ。

　　　ⅱもし適材がいないと判断される場合は会議でその旨を説明し、他校から選出する。その場合は立候補とする。

　　　ⅲ次の議長が交代宣言を行うまで、議長はその職務を出来る限りにおいて全うする。

７．会議の仕方
１）参加者の発言

①意見や提案はできるだけ簡潔に行う。（内容をまとめてから発言を開始する。）
②自分の発言等が終わったら”以上です”などと明確に終了を宣言する。
③参加者は議長の発議に対して発言することができる。
④議長の指示にはかならず従う。
⑤特に、議長が指名しているときは、指名された参加者以外は発言を控える。
２）議長の発言

①議長は意見に対して可及的速やか（目安１分以内）に反応する。

②曖昧な点は発言者に確認をとりつつ、他の参加者にも意見を聞く。
③提案があった後、議長は簡潔に箇条書きでその提案を発言し、

　　　”次に○○の議題について議論したいと思います”

　　　などと、これから何を議論するかを参加者に明確に認識させる。
　　④複数名が同時に発言し、場が混乱していると判断したとき、議長は発言する参加者を指名する。
３）投票

①話し合いによる速やかな解決が望めないとき、議長は投票を指示する。

②議長は投票項目を定め、参加者はそれに従い投票を行う。

③投票に移った場合は投票開始から５分以内に自分の意思を表示しなければならない。

　　④その場で意見を決定することが困難な場合はその旨を発言する。
４）制限事項
①以下の点は３分の２以上で可決されなければ変更することはできない。
ⅰフィールドの寸法及び機械の寸法

理由：機械はある目的（交ロボならルールを達成するための手段）を遂行するために形や大きさが決まる。逆に寸法を固定することによりルール自体が制限される。選択の自由を制限する代わりに、ルール策定を円滑にするものである。

ⅱルール策定主導校が決めたルールの基本的な部分
②以下の点は自由に参加者が意見し、ルール主導校がルールに随時反映させること

ⅰ会議で決まった競技ルールをより豊かなもの、細かいものにする意見・提案。

③ループバック（一度決めたことのやり直し）の禁止 [一事不再理の原則]

　　　ⅰ一度取り決めたことを再度変更することのないようにする。（時間の無駄を省くため）
　　　ⅱただし、著しく問題があることが全体で認識された場合はこの限りではない。
８．議事録

１）会議ごとにその会議の内容を議事録として残す。

２）テンプレートを作成し、それに従った議事録を作成する。

３）議事録は書記が作成する。
４）議事録は「交ロボHP」の「BBS」内、トピック「チャット議事録」に返信することで記録していく。
９．ガイドライン

１）会議を円滑に進めるために定める。

２）会議によって認証されたものが効力を持つ。
３）強制力を持たないが、参加者はこれを遵守する。

４）会議の決定によって改定することが出来る。

５）「交ロボHP」に万人が取得できる形で設置されているもので、最も新しいものをその時点での正式なものとする。

１０．附則
